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【指標の説明】（指標の設定根拠、数値目標の設定根拠など）

A

B

C

今
後

今後の
方向性

（事業の成果を高めるための事務事業の方向性）

より多くの市民に周知できるような啓発方法を模索していく。

中長期の
目標

（いつごろまでに事業をどのような状態にしたいか）

市内で、刑法犯認知件数が１件でも減少することを目標に、継続して啓発活動を行う。

評
価

目標達成状況

(成果指標等の目標に対する達成状況や進捗状況など）

刑法犯が１７％減少し、刑法犯認知件数が設定した目標数を下回った。

事務事業全体を
見た課題

(構成している事務事業それぞれの評価を踏まえ、全体的な課題を整理)

総数では減少傾向であるが、犯罪種別でみると住宅対象侵入盗が増加した小学校区もあり、引き続き犯
罪発生状況に応じた啓発活動を実施していく必要がある。

市内で発生した刑法犯の認知件数（約１０％の減少を目指す）

環
境
変
化

他市町での取組状況や事
業を取り巻く環境変化

（他市町における同様の取組での特徴的な点、制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

愛知県内では、高齢者が被害に遭う特殊詐欺が多発している。

成
果
推
移

成果指標 単位

実績
C

目標
実績

488 469
実績 900 648 542 521

28年度 29年度 30年度

A 刑法犯認知件数 件
目標 816 790 584

区分 26年度 27年度

B
目標

3,947

総コスト(A)＋(B) 千円 決算 9,214 11,071 8,210

人件費(B) 千円 決算 4,582 4,583

決算 4,632 6,488 4,263

29年度 30年度

事業費(A) 千円
予算 4,485 7,115 5,233 2,004

現状維持

コ
ス
ト
推
移

項目 単位 区分 26年度 27年度 28年度

事業を
構成する
事務事業

防犯対策事業 現状維持

自主防犯活動支援事業 縮小

防犯啓発事業

事
業
目
的
等

事業内容

（どのような事業なのか）

①街頭活動やキャンペーンの実施、児童、高齢者及び市民を対象とした防犯教室の開催等により、市民の防犯意識の啓
発、地域の絆づくりを推進する。
②地域の自主防犯ボランティア団体の設立支援、育成を行い、地域防犯を推進する。

事業対象
（誰、何を対象にしているか）

市民、自主防犯団体、自治会等

事業意図
（対象をどのような状態にしたいか）

防犯意識を高め犯罪のないまちを目指す。

地域の安心安全をみんなでつくる 大事業 防犯事業

その他（関係法令、要綱等） 長久手市安全で安心なまちづくり条例

事業開始の背景、経緯等

愛知県の刑法犯認知件数は、平成6年と比べて平成15年には倍増するなど治安の悪化が心配されたた
め、平成16年に、愛知県安全なまちづくり条例が制定された。市としても市、市民、事業者の責務や取り組
むべき施策の基本事項を定め、三位一体となって安全で安心して暮らせる社会を実現させることを目的と
し、事業に取り組んでいる。

施策の進め方 地域防犯力の向上 項 総務管理費

まちづくり
行程表

フラッグ 「あんしん」～助けがなかったら生きていけない人は全力で守る～ 目 防犯費

政策分類

基
本
情
報

総合計画

基本方針 人がいきいきとつながるまち 会計 一般会計

分野別項目 地域の防犯力を高める 款 総務費

長久手市行政評価票（A票：事業評価票）
事業番号 事業名 防犯事業 担当部課 くらし文化部安心安全課



事業名

① 款 2 項 1 目 13 大事業 2 中事業 1

1.事務事業の目的 6.評価

3

3

2.コスト推移 -
26 27 28 29 30

年度 年度 年度 年度 年度
予算 1,280 810 978 799
決算 1,374 792 764

3.活動推移
26 27 28 29 30

年度 年度 年度 年度 年度
目標 700 700 700 870 700
実績 700 700 700 700
目標

愛知地区防犯協会から、より多くの防犯啓発グッズの提供
が受けれるような働きかけが必要。活動指標 単位 区分

助成額 千円

7.今後の方向性

消耗品費 55 千円

【ウイークポイント】
③ 普通旅費 5 千円

（活動内容で失敗したこと、改善が必要なことなど）

事業費 千円 （活動内容でアピールしたいこと、良かったことなど）

愛知地区防犯協会から提供していただいた防犯啓発グッズ
で啓発活動を行った。

＜事業費の主な内訳（当該事業年度）＞

① 愛知地区防犯協会連合会負担金 700 千円

②

（対象をどのような状態にしたいか）

防犯意識を高め、犯罪の少ないまちを目指す。
効率性

公平性

協働可能性

項目 単位 区分 【アピールポイント】

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

防犯協会の運営、愛知地区防犯協会連合会への助成を行
う。

項目 評価

妥当性 3

達成度 3

意図

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票）
防犯事業

番号 事務事業名 防犯対策事業

事務事業の期間 事務事業開始年度 平成16年度 終了（予定）年度 －

妥当性

達成度

効率性公平性

協働可

能性

目標
実績

4.事務事業を取り巻く環境変化

5.前年度からの改善状況

今後も防犯意識向上の啓発のため、継続して行う。

（何をどのような状態に改善したのか）

愛知地区防犯協会連合会と協力し、防犯啓発活動を行った。

＜備考：活動の概要（当該事業年度）＞

犯罪のない安心で安全に暮らせるまちの実現のため、防犯協会の
運営や防犯協会連合会への助成を行った。

【コメント】
（改善の方法、今後の具体的展開など）

今後も防犯意識向上の啓発のため、継続して行う。

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

過去4年間は、助成額の算定に変更なし。
今年度増額の予定でしたが、金額据え置きとなった。

＜参考：前年度の事務事業評価のコメント＞

7.今後の方向性

現状維持



事業名

② 款 2 項 1 目 13 大事業 2 中事業 2

1.事務事業の目的 6.評価

3

3

2.コスト推移 3
26 27 28 29 30

年度 年度 年度 年度 年度
予算 2,634 5,484 3,434 234
決算 2,573 4,723 3,091

3.活動推移
26 27 28 29 30

年度 年度 年度 年度 年度
目標 26 27 27 27 27
実績 26 26 26 26
目標

ボランティア活動に興味を持ってもらうことが必要であ
る。活動指標 単位 区分

自主防犯ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
団体数

団体
数

7.今後の方向性

消耗品費 21 千円

【ウイークポイント】
③ 食糧費 2 千円

（活動内容で失敗したこと、改善が必要なことなど）

事業費 千円 （活動内容でアピールしたいこと、良かったことなど）

平成25年度から実施している防犯カメラ設置補助につい
て、補助対象団体で防犯カメラの設置が予定通り進み、終
了した。

＜事業費の主な内訳（当該事業年度）＞

① 防犯カメラ設置費補助金 3,068 千円

②

（対象をどのような状態にしたいか）

自主防犯ボランティア団体を支援することにより、防犯
活動を活発にし犯罪のないまちを目指す。

効率性

公平性

協働可能性

項目 単位 区分 【アピールポイント】

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

地域の自主防犯ボランティア団体の設立支援、育成を行
う。

項目 評価

妥当性 3

達成度 3

意図

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票）
防犯事業

番号 事務事業名 自主防犯活動支援事業

事務事業の期間 事務事業開始年度 平成16年度 終了（予定）年度 ―

妥当性

達成度

効率性公平性

協働可

能性

目標
実績

4.事務事業を取り巻く環境変化

5.前年度からの改善状況

自主防犯ボランティア活動が活発になってから10年以上が経過
し、構成員の高齢化による活動の衰退が始まりつつある。今後は
後継者の発掘などが課題である。

（何をどのような状態に改善したのか）

ボランティアリーダー養成のための講座を開講して人材育成を図
ろうと努めた。

＜備考：活動の概要（当該事業年度）＞

・防犯ボランティア団体に活動資機材を貸与　4種類
・防犯カメラ設置補助金申請台数　8台

【コメント】
（改善の方法、今後の具体的展開など）

自主防犯団体のニーズにあった活動資機材を提供し、活動
を引き続き支援する。

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

自主防犯ボランティア団体の高齢化により、団体の存続に影響が
出始めている。

＜参考：前年度の事務事業評価のコメント＞

7.今後の方向性

縮小



事業名

③ 款 2 項 1 目 13 大事業 2 中事業 3

1.事務事業の目的 6.評価

3

3

2.コスト推移 3
26 27 28 29 30

年度 年度 年度 年度 年度
予算 571 821 821 971
決算 685 973 408

3.活動推移
26 27 28 29 30

年度 年度 年度 年度 年度
目標 13 14 18 18 17
実績 14 18 18 19
目標

犯罪情勢の変化に合わせた、迅速な啓発活動を行う必要が
あるが、啓発資材が間に合わないことがあった。活動指標 単位 区分

防犯講習会回数 回

7.今後の方向性

千円

【ウイークポイント】
③ 千円

（活動内容で失敗したこと、改善が必要なことなど）

事業費 千円 （活動内容でアピールしたいこと、良かったことなど）

特殊詐欺電話の多発を受け、警察と連携し、啓発キャン
ペーンなどを実施することができた。

＜事業費の主な内訳（当該事業年度）＞

① 消耗品費 408 千円

②

（対象をどのような状態にしたいか）

防犯意識を高め犯罪のないまちを目指す。
効率性

公平性

協働可能性

項目 単位 区分 【アピールポイント】

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

街頭活動やキャンペーンの実施、児童、高齢者等、市民
を対象とした防犯教室を開催する。

項目 評価

妥当性 3

達成度 3

意図

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票）
防犯事業

番号 事務事業名 防犯啓発事業

事務事業の期間 事務事業開始年度 平成16年度 終了（予定）年度 ―

妥当性

達成度

効率性公平性

協働可

能性

目標
実績

4.事務事業を取り巻く環境変化

5.前年度からの改善状況

特に高齢者の方が特殊詐欺の被害に遭われていることから、高齢
者の方への啓発を行いたいと考えている。しかし、市の行事に参
加できない高齢者の方も多く、その方々への啓発方法を検討す
る。

（何をどのような状態に改善したのか）

高齢者への啓発の機会を増やすため、民生委員に協力をお願いし
た。
民生委員が高齢者世帯を訪問した時には、防犯ｸﾞｯｽﾞを活用した啓
発活動をお願いした。

＜備考：活動の概要（当該事業年度）＞

侵入盗、車上狙い、特殊詐欺などの犯罪をテーマとした防犯講習
会を実施し、防犯知識や防犯意識の向上を図った。

【コメント】
（改善の方法、今後の具体的展開など）

高齢者の方が特殊詐欺の被害に遭われていることから、高
齢者の方への啓発を行いたいと考えている。しかし、市の
行事に参加できない高齢者の方も多く、その方々への啓発
方法を引き続き検討する。

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

特殊詐欺の犯罪手口が多様化、複雑化した。

＜参考：前年度の事務事業評価のコメント＞

7.今後の方向性

現状維持


